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対象構造物 
コンクリート構造物全般 

トンネル覆工コンクリート 

項 目 
コンクリートの打込み状況のリアルタイムビジュアル化 

 

使 用 機 器 
 

 

使 用 実 績 
既設橋脚の耐震補強工事、高密度配筋の道路橋脚工事 

ボックスカルバート壁部 

【システムの概要】 

 型枠内に設置したセンサーケーブルの静電容量の変化により、コンクリートの打設状況を検知

しビジュアル化することにより施工管理を行うシステム。 

 

・計測システムは、コンクリート中に設置するセンサーケーブル、計測センサー、無線 LAN 機器、

パソコン、携帯端末からなる。 

・センサーケーブルで計測されたデータは計測センサーから無線でパソコンに通信される。 

・パソコンで取り込まれたデータを用いてビジュアル化する。 

・複数本のセンサーケーブルの測定結果を合わせて表示することで、コンクリートの打設状況を

面的に表示する。 

・ビジュアル化した結果は無線 LAN を通して携帯端末で確認ができる。 

ビジュアル表示 
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【計測原理】 

静電容量を測定することによりコンクリートの充填状況を

連続的に検知します。 

・ 円筒に計測線を鉛直に設置します。計測線は一定の間隔を

持った 2 本の線により構成され、この間には静電容量（コ

ンデンサ）があります。 

・ 空中では静電容量は非常に小さく全体の総容量も少なくな

る。この円筒の場合、液体が充填されていないときの静電

容量の合計値は 14 となる。水などの液体では一般に静電容

量が大きくなり、（本例では、空気の 80 倍）その合計値は

646 となる。 

・ 液体の充填高さと静電容量の関係を調べておくことで静電

容量から充填高さを検出します。 

 

【機器構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機器の仕様】（計測センサー本体） 
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無線 LAN 規格 IEEE 802.11b 

周波数帯域 2.4GHz 帯 

データ転送速度 最大 11Mbps 

外形寸法 約 66×27×145mm 

質量 約 106g（電池、変換ケーブルは含まず） 

使用電池 LR6（単三アルカリ電池）×2 本 

動作電圧 約 2.0～3.6V（LR6×2 本） 

連続使用時間 約 40 時間 

（AITVL（自動計測モードインターバル）、WAKETVL（通信間隔）各 15 秒設定時） 

動作環境 0～40℃（結露しないこと） 

対応センサーケーブル長 6.5m 


